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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】最小限の空間によって骨壺の収納を可能とし、
収納後の墓石の保全を容易とする墓石を提供する。
【解決手段】円筒状の骨壺収納機構１と、上底面に傾斜
のあることを特徴とし、当該上底面にはプレート接合部
３を備え、下底面には収納接合部を備えた円柱状の蓋部
２と、からなる。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
上底面に傾斜のあることを特徴とし、当該上底面にはプレート接合部３を備え、下底面に
は収納接合部４を備えた円柱状の蓋。
【請求項２】
円筒状の骨壺収納機構１と、
上底面に傾斜のあることを特徴とし、当該上底面にはプレート接合部３を備え、下底面に
は収納接合部４を備えた円柱状の蓋部２と、
からなる墓石。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、狭小な場所に遺骨の収納を可能とする墓に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　一般的な墓石からなる墓地の場合、墓地に線香台・献花台・灯篭を配置されるのが一般
的であり、納骨に必要な空間の数倍の広さを確保しなければならない。
【０００３】
　しかし上記の広さを確保するためには、土地の賃貸費用や工事費用など多額の費用が必
要となり、後継者の少ない現代ではこのような負担によって一般的な墓への納骨が困難と
なる状況も生じている。
【０００４】
　また一般的な墓石には、納骨のための空間が広く設けられているが、前述したように後
継者の少なくなった現代ではこうした空間が活用されていない。さらに後継者の不足によ
る墓石の保全が不十分という状況も生じている。
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００５】
　解決しようとする問題点は、墓石における不要な空間によるコストの増大及び墓石保全
が煩雑となっている点である。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本考案は、納骨時に使用される骨壺を密接に接合した状態で収納可能な円筒状の収納機
構を備えており、当該機構には花崗岩を主成分とする蓋部が備えられていることを主要な
特徴とする。
【考案の効果】
【０００７】
　本考案は，円筒状の収納機構を備えるために、骨壺を収納するための最小限の空間のみ
を必要とする。したがって墓地にかかる費用を少額に抑えることが可能となっている。ま
た円筒状の収納機構は地中に埋め込まれ、蓋部のみが露出した状態で使用されるが、蓋部
には花崗岩を使用しているため、保全が容易となっている。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】図１は本考案の実施例の斜視図である。（実施例１）
【図２】図２は本考案の蓋部２の下底面からの斜視図である。
【図３】図３は本考案の蓋部２の右側面図である。
【考案を実施するための形態】
【０００９】
　以下図示された実施例に基づいて説明する。
【実施例１】
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【００１０】
　骨壺収納機構１は、プラスティック製であり、骨壺が密接に接合した状態で収納が可能
となっている。骨壺収納機構１の長さを調整することで複数の骨壺を収納することも可能
である。骨壺収納機構１はプラスティック製、石材製、金属製のいずれであってもよいが
、プラスティック製が最も好ましい。
【００１１】
　蓋部２は、花崗岩を主成分とする石材製であり、下底面に設けられた収納接合部４と骨
壺収納機構１とが密着しているため、骨壺収納機構１に雨水などの異物が混入するのを防
止する。また蓋部２の上底面には、プレート接合部３を備えており、当該プレート接合部
３に氏名等を刻銘したプレートを装着可能となっている。さらに上底面には傾斜があるた
め、雨水が蓋部２に溜まることを防止する。
【００１２】
　使用例としては図１に示すように、骨壺収納機構１を地中に設けられた孔に挿入し、蓋
部２を上部に設置する。
【符号の説明】
【００１３】
　１　骨壺収納機構
　２　蓋部
　３　プレート接合部
　４　収納接合部

【図１】 【図２】
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